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千原光雄:植物命名におけるにphykos(-phycosまたは-phycus)"の性について
Mitsuo Chihara: On the gender of"・-phykos(・-phycosorコphycus)"under the InternationaI Code ofBotanicaI Nomenclature (St Louis Code) 2000 

-phykos (-phycosまたは -phycus)はギリシャ語由来の語

で、「藻」または「海藻」の意をもつことから，ラテン語化し

て藻学 (Phyc01ogia)の分野，とくに藻類の属名によく用い

られている。例えば，日本産のものでは，褐藻:イワヒゲ属

砂elophycus，コンブモドキ属 Akkesiphycus，紅糠:ニセコ

ナハダ属 Dotyophycus，ニセカレキグサ属 Masudaphycus，

オトヒメモズク属 Gloeophycus，カタメンキリンサイ属

Betaphycus，コノハノリモドキ属均閥均'phycus，ヒゲムラサ

キ属 Yoshidaphycusなどがある。

19445;吉田 1998)。しかるに， 1999年米国ミズーリ州セン

トルイスで開催の第16回国際植物学会議の際に採択された国

際植物命名規約(セントルイス規約)Internationa1 Code of 

Botanical Nomenclature (St Louis Code) 2000は規則第

62.2条 (c) において，"-phykos (-phycosまたは -phycus

)はギリシャ語のphykosの性である中性であるべきだが，植

物学の伝統に従って男性として扱われる"と定めた。なお、

国際植物命名規約委員会委員長W. Greuter博士と同委員会

幹事D. L. Hawksworth博士の両名はセントルイス規約の序

文(Preface)の中でこのことを特に取り上げ，上記の語は古典

的には中性であったが，これからは男性として扱わねばなら

ない，と言及している。この条文の採択により，日本産の幾

つかの藻の学名の種形容語(または種小名 specific 

epithet) の語尾は下記のように変更が必要となる。

ところで，上記の語 -phykos(-phycosまたは -phycus)

の性 (gender) についてであるが，ギリシャ語のphykosが

中性であるので，上記の語を合成語の語尾にもつ属名は中性

であるべきとして，大方の藻学者はそのように扱ってきた

(例えば， Kje11man1893; Setche11 & Gardner 1925; Si1va， 

Basson & Moe 1996; Tanaka & Chihara 1984; Yamada &Tanaka 

改定前 改定後

褐藻綱

Akkesiphycus lubricum Yamada et Tanaka A. lubricus Yamada et Tanaka 

Myelophycus cav四 J.Tanaka et Chihara M. cavus J. Tanaka et Chihara 

紅藻綱

Betaphycus gelatinum (Esper) Doty ex Si1va B. gelatinus (Esper) Doty ex Si1va 

Gloeophycus koreanum Lee et Yoo ~ koreanus Lee et Yoo 

Masudaphycus irregulare (Yamada) Lindstrom M. irregularis CYamada) Lindstrom 

Yamadaphycus carnos四 Mikamiχ carnosusMikami 

Yoshi・ぬIfJhycusciliatum COkam.) Mikami Y. ciliatus (Okam.) Mikami 
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